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１ 開 会 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

定刻になりましたので、令和 5 年度 第 1 回子ども・子育て会議を開催させていただきます。 

 

【事務局（保育課⾧）】 

本日は、現時点で７人の委員の方にご参加いただいておりまして、会議として成立してい

るところでございます。 

2 議 事 

①  委員等紹介 

  ～順次、委員・事務局、異動者紹介～ 

 

② 令和５年度保育所等入所状況について 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

令和５年度保育所等入所状況につきまして、保育課⾧より報告いただきたいと思います。 

 

【事務局（保育課⾧）】 

資料 2-1、2-2 について説明。 

 

【E 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

待機児童が解消され、それが継続している件は、渋谷区としても、区民の皆様のことを考

えると、とても大事なことだと思います。もちろん、これから保育の質も大事なわけで、

区全体で、頑張っていければと思います。空き定員がどれくらいあるかについて、どのよ

うに分析されていらっしゃいますか。 

 

【事務局（保育課⾧）】 

空き定員につきまして、主に０、1 歳児等については、ほぼ埋まっており、３、４、５歳

児等につきまして、一定程度の空きが出ていると考えてございます。こちらにつきまして

は、国で空き定員の活用をするモデル事業があり、渋谷区ではそのモデル事業に応募し、

内定をいただいているところでございます。現在、事業者と協議をしながらモデル事業を

進めていく状況でございます。 

 



【E 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

いわゆる来年度から始まる子ども誰でも通園制度を、前倒しで今年、渋谷区で活用されて

いらっしゃると思うのですけど、とても大事なことだなと思います。つまり期中で、お子

さんがお生まれになった中でもお預けになりたい方はいらっしゃると思いますので、渋谷

区が先行して、空き定員を活用した保育枠を作っていることは、素晴らしい取組だなと思

います。 

 

【K 委員（保護者代表）】 

待機児童ゼロというのは、去年も、今年もいいことだと思っております。一方で取り下げ

や、認証等への受入れに関して、私も当事者として見ていて、そういった方々のご事情・

背景がよくわからないですが、例えば E 委員がおっしゃっていたような、認可保育園が実

は空いているけど、もっといい所、という需給とのギャップがどれぐらいあるのかについ

ては、いかがでしょうか。 

 

【事務局（保育課⾧）】 

認証保育所等にお入りになられている方の背景ということでございますが、認証保育所等

に入っている方で、継続される方、居宅訪問（ご自宅でベビーシッター等で見ていただく）

事業を希望されている方等もいらっしゃいます。一概にすべての方が、認可保育園に入れ

なかったから、こちらで受け入れている、というわけではないです。特定の園をご希望さ

れていて空きがない場合と、もともと認証保育所を希望されている方がお入りになるよう

な場合と、様々な状況が考えられるかと思います。 

 

【K 委員（保護者代表）】 

ニーズ、需給の偏りが予想されるのですが、地域によっても結構あると住民としては思っ

ております。全体で見て、大きい話ではないのかもしれませんけども、お考えいただける

とすごくいいかと思いました。 

例えば代々木とかが結構、募集に対しての希望のギャップがあるというのを拝見しました

ので。 

 

③  次期渋谷区子ども・子育て支援事業計画のニーズ調査について 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

続きまして、次期、渋谷区子ども・子育て支援事業計画のニーズ調査について、事務局か

ら報告していただきたいと思います。 

 

【事務局（保育管理係⾧）】 



ニーズ調査について説明。 

 

【L 委員（保護者代表）】 

今表示いただいている画像は、オンラインでアンケートいただく感じですか。それとも紙

ベースになってしまうのでしょうか。 

 

【事務局（保育管理係⾧）】 

今年度につきましては、紙とオンライン両方を考えております。 

 

【L 委員（保護者代表）】 

素晴らしいです。ありがとうございます。まさに、紙じゃなくてオンラインだと嬉しいと

思っていて。最近渋谷区から何かと LINE が来て、LINE からもグーグルホームに行けて、

さくさくとできるようなものが多い。子育てしていると、どうしても途切れ途切れで細切

れの時間で何かをやるので、紙だとどこかへ行ってしまったり、その辺に置いてしまった

りするので、スマホやネットでなるべく完結できるものだと嬉しいと思いお伺いさせてい

ただきました。 

 

【H 委員（保護者代表）】 

調査票に関して、国の動向を注視して、設定されるということだったのですが、渋谷区と

して、独自に聞いた方がいいようなことは特段無いのでしょうか。また、そういったこと

は、ご検討いただけるものでしょうか。 

 

【事務局（保育管理係⾧）】 

前回の調査においても、調査書の後半部分で、渋谷区独自の質問は設けております。ただ

し、あまり大量に質問をする場合、答えていただく区民の方が、答えにくいというところ

もございまして、前回も５問程度の質問を追加したところでございます。 

今年度も同様に５問程度、独自の設問を設ける予定でございます。 

 

【K 委員（保護者代表）】 

第二期の進捗とか、そこから得られたことが財産になって次期の計画をされると思うので

すけども、その後の共有、つまり現行の計画の状況を見られるものはあるのでしょうか 

 

【事務局（保育管理係⾧）】 

今現在、区のホームページ等で進捗状況をお示しているものはございません。 

第三期の計画を策定するにあたり、その進捗状況等も含めて調査しまして、第三期計画の

策定をしていきたいと考えております。 



 

【K 委員（保護者代表）】 

反映いただけると思っておりますけども、アンケートをとる上でも、その辺のインプット

があると回答する人間にとってもありがたいと思って質問しました。 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

貴重なご意見ありがとうございます。新しいそういったものを策定、また調査をする時に

は前回がどうだったのか、調査結果を振り返ることは大変必要なことになりますので、こ

ちらの方でも、きちんと取り組んでいくようにしたいと思います。 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

今、D 委員から区民委員の方から調査項目の要望を出してもらったらどうでしょうかとい

うご意見がありました。 

委員の方で、こういった調査項目入れたらいいのではないのかとか、今思いついたものが

あれば、お伝えいただきたいと思います。急なので、もし何かございましたら、保育課の

方にファックスでもメールでもご意見を頂戴できればと思います。今後のニーズ調査に関

していろんなヒントを得られると思いますので、ぜひお願いします。 

 

【L 委員（保護者代表）】 

第二期渋谷区子ども子育て支援の事業計画を見ていて、ネウボラに期待することのトップ

で、「相談したい」が 250 件弱あったと思います。保護者の孤立化、子育て孤独が割と課題

だったと思いますが、ネウボラももちろん機能していることは充分承知の上で、他のとこ

ろで区として孤立化に取り組まれた事例、成果がもしあったら教えていただきたいなと思

います。 

 

【事務局（子育てネウボラ担当部⾧）】 

ニーズ調査の中では、相談しやすさ、相談員の人間性も問われているところもありました

ので、初回の面接の時には高圧的な態度とらないのはもちろんのこと、傾聴の姿勢だけで

はなくて寄り添う姿勢、その志を皆さん相談員が持つように研修にも励みました。あるい

はネウボラの子育て支援センター、CO しぶやさんをはじめとして入口のところから連携

を密にするように、綿密に定期的に情報共有を図っているところでございます。 

 

【I 委員（保護者代表）】 

子育て支援センターやネウボラについて、子育て支援センターの利用者がアンケートの中

で、「また利用したいと思う」方がいなかった印象がすごくありました。１回目は利用して

も、それがリピーターとしてつながっていないのが、少し気になるなと思います。私自身



の意見として、子育て支援センターは、人とつながることを目的に行くところだと思うの

ですが、新しい人たちと触れ合わなければならないって、結構ハードルが高い。孤立する

人って、人と繋がることが苦手なのですが、子育ては人と繋がらなければ、すごく辛い孤

独に陥ってしまう。孤独が好きで孤独を選んで生きてきたけれども、子育てをしている

と、それに耐えられないぐらいの孤独に陥ってしまう。支援センターに子どもの為にも行

ってみようと思ったけれども、新しい人と繋がらなきゃいけないという自分なりのハード

ルがあって難しく、そういう方々が、リピーターとして繋がりにくいのを感じています。

私自身はこういう性格なので、周りの友人も同じような人が多いですが、彼女たちの意見

も、１回行ってみたけれども、やっぱりママ友を作らなくてはいけなくて、それがかなり

ストレスで、子どもは楽しそうにしていたけれども、行きたくないという意見もありまし

た。 

私なりに考えたのですが、カフェにもソファー席があったり、カウンター席があるよう

に、その人それぞれのあり方に沿った内容が揃えてあるといいますか、ネウボラのカフェ

テリアとか、子育て広場の遊ぶスペースにも、カウンター席のような親が一人で子どもを

見られるような席があると、一人の人も割と来やすく、それがリピーターにつながって、

孤独じゃないと感じられるだけでも違うのかなと思います。孤立する人ってどういう性格

で、どういう人たちなのだろうって考えていただけると、何か新しい策が見つかるかと思

いますので、お伝えさせていただきました。 

 

【事務局（子育てネウボラ担当部⾧）】 

子育て支援センターの利用者のお母様とお話したときに、初めて子育て支援センター行く

のは公園デビューと同じなのですよ、というお話を伺い、本当に勉強になるなと思いまし

た。今、CO しぶやさん以外は、割とこぢんまりした家庭的な子育て支援センターなの

で、逆にハードルが高いというお声もいただいております。支援センターの職員も声を掛

けることが良いことだと今までやってきたのですが、逆に声をかけない思いやり、これも

必要だということで、一部の子育て支援センターで指導もしたところです。逆に大規模な

CO しぶやさんの方でもそういった取組をされていて、2 階のカフェのところは学校側に

縁側みたいなソファーがあるのですけれども、そちらで他の保護者とは触れ合わないけれ

ども、近くには同じようなお子さんの持つ保護者がいるって、そういう風景を作り出せれ

ばなというふうに思っています。CO しぶやさんとも連携しながら、行きたい時に行って

いただいて、なおかつご自分のスペース、ご自分の距離感が保てるような、そういった子

育て支援センター、今後も展開していきたいと思っておりますので、声を聞かせていただ

いたことを本当に感謝申し上げます。 

 

【E 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

今、I 委員がおっしゃったことが本当に大事なことだと思います。私たち、ネウボラの中の



CO しぶやを運営させていただいておりまして、子育てネウボラ担当部⾧が今お話いただ

いたことと少し重なるのですが、何より大事にしていかなければいけないのは、やはり

1/1 の子育てということなのです。本当に色々な子育てのあり方、考え方があって、お母

さん、お父さんにも様々なお考えがあったりする。 

そういう中で、距離感のデザインって本当に大事にしていきたいというふうに思っていま

す。すぐにつながって、ワイワイ仲良くしたい方と、少しずつ、距離を持ちながら、自分

の居心地の良い距離を持ちたい方と、様々なご家庭がいらっしゃるというふうに思ってい

ます。そういったことをしっかり聞き取りながら、環境としても整備していくのは本当に

大事なことだと思います。どんどん改善していかなければいけないと思っています。 

お気づきの点があったら、いろいろ声をあげていただくことが改善につながっていきます

ので、今日の声を受け止めて、これからの改善に繋げていきたいというふうに思っていま

す。私たちだけではなく、子育て支援センターすべて繋がりあって、学びあっております

ので、そのあたりもシェアして進めていきたいと思います。 

 

もう一つ、調査をした上で、今度計画を立てると思います。その計画を立てる時も、この

子ども子育て会議で進めていくと思いますが、今感じているのは、この子ども子育て会議

で、教育委員会などとも連携しながら、保育幼児教育の質が重要なテーマにもなってくる

と思います。 

就学前教育の取組に関して、ネウボラができて他の連携はかなり進んで来ているのです

が、教育との連携をもう少し図っていけるといいなと思うところがありますので、実際に

策定する段階になってからもお話したいと思います。 

 

【I 委員（保護者代表）】 

もう一つ、小学校の放課後クラブについてご意見させていただきたい。 

今、息子が、小学校 1 年生で放課後クラブに通わせていただいています。スムーズに保育

園から、小学校１年生に上がり、働き方も変えることなく通わせていただき、23 区の中で

も渋谷区が唯一、みんなが入れて無償で、本当に感謝申し上げます。その中で、子どもか

ら声があったのですが、放課後クラブに人がかなり溢れているみたいで、なかなか座れな

い状況のときもあるようです。学校のクラブによってまちまちだと思うのですが、アンケ

ートの中にも令和 2 年と令和 6 年を比較するときに、500 人ぐらい増えているようです。

これから待機児童が解消された後のお子さんたちが入学されて、放課後クラブを利用され

ることになると思いますので、今の環境と今後の環境が見合っているかは、ぜひ検討し

て、分析していただければと思っております。 

 

【事務局（放課後クラブ推進係⾧）】 

渋谷区の放課後クラブ、今、全 18 校の小学校に各１カ所、学校の敷地内に放課後クラブ設



けて実施させていただいてございます。定員は特に設けておりません。ご希望する方には

皆さんご利用いただいていると状況でございます。クラブ室を中心に運営をしており、ク

ラブ室だけで手一杯のところもありますが、学校の協力を得ながら、特別教室など活用さ

せていただきまして、運営をしているところでございます。学校によっては多少児童数が

増えている状況で、放課後クラブご利用いただく皆さんも増えており、時には人が多いと

いうところもあります。引き続き、学校の協力を得ながら場所を確保し、いい環境の中で

放課後クラブを過ごしていただくよう、学校と連携をとりながら進めてまいりたいと思っ

ているところでございます。 

 

④ その他 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

次に事務局から事務連絡がございます。 

 

【事務局（保育管理係⾧）】 

次期区民委員募集について説明。 

 

【事務局（子ども家庭部⾧）】 

皆様には、令和 3 年 11 月より 2 年間、子ども子育て会議の委員として保育行政の充実発

展に心を配っていただきました。 

この間は新型コロナウイルス感染症の影響もある中で、子育て保育行政を進めるに際し

て、皆様からいただいたご助言を参考にしながら進められたと言うことも、大きな力にな

ったところでございます。皆様からいただきましたご意見をしっかりと踏まえながら、ま

た、受け継ぎながら、さらなる発展を目指してまいります。皆様方におかれましては、今

後とも子育て保育行政のみならず、区政を見守っていただきますとともに、引き続きご指

導いただきますようお願いを申し上げます。 

皆様のご健勝ご活躍を心よりご祈念申し上げまして、わたくしから御礼の言葉とさせてい

ただきます。 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

最後に、区民の委員の方から一言ずつ、感想でもご意見でも構いませんので、一言お願い

できたらと思います。 

 

【H 委員（保護者代表）】 

2 年間の期間中、色々なご意見等をさせていただきました。 

渋谷区の保育行政に関しては、他の区の方と話している中ではかなり、優れているという

か、大変優秀な状況だということは理解しております。ただ、実際に子どもを育てる中で



は、いろいろ細々とした課題が積み重なって結構ストレスになったり、家族でも結構課題

となったりするようなことがありますので、ぜひ今後も、私自身が今度関われるかどうか

はわかりませんけれども、こういった会議の場でも議論をしていただき、より渋谷区が子

育てにとって住みやすい環境になりますように思っております。 

 

【I 委員（保護者代表）】 

2 年間の貴重な時間をいただいて、様々なご意見を伺っていく中で、いろいろと勉強させ

ていただく機会となりました。H 委員の方からもありましたが、子育てをしていく中で、

小さな不満や、不安が積み重なったときに、いっぱいいっぱいになることもありますの

で、小さな声を救っていただく、いい機会だと思っています。今後も小さな声を聞いてい

ただく機会も続けていただけると嬉しいと思います。そして子どもたちの声もぜひ聞いて

いただける機会があると、いいと思っています。保育園児が年⾧ぐらいだと、割と自分た

ちの声が届きやすいと、育てていて感じていまして、小学生になった時に、保育園時代、

幼稚園時代どうだったかと振り返りながら意見をいただくこともあり得ると個人的に思っ

ていまして、ぜひ小学生、中学生、高校生それぞれのフェーズでの保護者の意見、子ども

達自身の意見も吸い上げていただく機会があると嬉しいと思っております。 

 

【K 委員（保護者代表）】 

父親目線から前期も関わったので、これで足かけ 4 年間という感じですが、シームレスな

支援、環境づくりに関わりたいと今でもよく思っております。Ｅ委員からもありました

が、保育と教育、そこはまさにシームレスにこれから自分の立場で関わっていければと思

っています。 

 

【L 委員（保護者代表）】 

私もＫ委員と同じで足掛け 4 年やらせていただいてありがとうございました。一番上がも

うＩ委員と同じ小学生になったのですが、妊娠からずっと渋谷区にいて、子どもに優しく

過ごしやすい街になっているのを感じました。数字として、現に待機児童が減っていると

か、委員をやらない限り自分からホームページを見に行かない限り、見ることがなかった

ので、数字で、あ、こんなに良くなっているのだということや、試行錯誤されているとこ

ろを見ることができて、本当に良かったと思っています。 

区民が一人で言ってもと、委員をする前は思っていたのですが、声を上げ、変わっていく

ということは参加していて思ったので、引き続き声を上げる大事さは、大切にしていこう

と思いました。 

 

【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

それでは、区内の色々な事業に携わっている方に、お伺いしたいと思います。 



 

【C 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

区民の方の声をこうやって聞く機会はものすごく大事だと今改めて思いました。保育園を

経験されたお母様お父様のお話を聞くことで、これからどんなふうに保育園を運営してい

ったらいいのか、さらに公立保育園として、私立保育園と協力した運営、お子さんの為、

保護者様のためにより良い運営ができるのかというようなことを、考えておりました。ま

だ委員になったばかりなので、続けて参加させていただければと思います。 

 

【D 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

保育の現場を退任致しまして、私立保育園園⾧会のアドバイザーという形で携わっており

ます。渋谷区の保育政策の進展の中で、私立保育園、認定こども園が増えてきておりま

す。その連合会としても 50 数ヵ園を抱えて、保育の質の向上のために、内部で保育の主任

や保育担当者や栄養士などの研修をやりながら、時に私もオブザーバーとして時々講義を

しながら進めてきております。 

先ほど E 委員からもお話ありましたように、就学前の教育プログラムを、実際に小学校に

つなげていく、現場としての保育施設の実践は、まさにこれからどんどんしていかなくて

はいけないので、そのためには現場の保育者、保育教諭の力量を、アップさせるための政

策だろうと思います。行政レベルから必要な予算措置をしていただきつつも、これから始

まるニーズ調査では、地域住民が必要としている、また、地域が要望している事業は滅ば

ない、発展していくものだという社会福祉の事業概念もあります。絶えず時代が発展して

いく中で、渋谷区という地方自治体が独自政策を推進できているのは実感していますの

で、これからまた次の調査結果を見ながら、新たな渋谷の政策の策定に進まれると良いか

と思います。 

 

【E 委員（子ども・子育て支援に関する事業従事者）】 

皆さんが自由闊達に貴重な意見を組み合わせて、建設的にこの場が組み立てられる、学び

の多い時間を過ごさせていただきました。渋谷区、かなり先駆的に様々な取組を、スピー

ディーに行っているところが本当に特徴ではないかなと思います。一つ一つの施策が充実

して来ていると思うのですが、皆さんがおっしゃったように、それぞれの連携を、よりま

た密にして行うことが、これから大きなテーマだと思います。教育と保育ももちろんそう

ですし、切れ目のない子育て支援、かなり充実してきておりますが、これからもさらに充

実に向けて、皆さんで議論し続けていただけると、いいなと思っています。それがまさに

今国が定めている、こどもまんなか社会、キーワードになってますけども、渋谷区でも進

められていくといいと思います。渋谷区は実りとしても出てきておりますが、渋谷区らし

いこどもまんなか社会を、これからも皆さんと描いていけると素敵だなと思いながら、私

も自分のできるところでやっていきたいと思っております。 



 

 

【B 委員（学識経験者）】 

E 委員からもお話があったように、この会議自体は闊達な、区民の代表の方々が区民を背

負ってここに発言されて、区の方々も、声をしっかりと受け止めて、政策に反映していこ

うという姿勢は、充分に見られて活きていると思っています。その差配をしっかりと会⾧

がうまく声を引き出していただいたと思っています。私からは今の国の動向を踏まえた上

でのコメントさせていただきたいと思います。今、こども家庭庁の方の審議員をやってお

りまして、こども基本法の中で、第 11 条が子どもに関する施策を作成するうえで、子ども

の意見も反映させなさいと、来年 4 月１日からなっていくので、今回ニーズ調査をして計

画を立てるということで言えば、渋谷区の計画の策定にも、子ども達の意見を何らかの形

で反映させなければいけないというふうには思っています。 

国の審議会のメンバー25 人なのですが、そのうちの 3 人は大学生です。 

会議に出た時に各省庁の審議会でこれだけ若い人たちが参加している審議会はありません

というような声がありました。こども家庭庁としても、模範を見せなければいけないの

で、こういう会議体にも大学生のような若い世代をしっかりと入れて声を反映させていく

となっています。そういう中で、私が懸念するところは、法律は子ども達の声を聞いてい

きましょうとなったのですが、もう一方で、子ども達にさあ言いなさいといっても、なか

なか子ども達が自分の意見を言うことができないのが日本の国の子ども達ではないかなと

思います。子ども時代から子供達が意見をいう機会がなかった、子ども達はだまってなさ

い、大人が全部決めるから、大人の方が正しいのだからいいんだよ、というやり方で進め

られて来ていたということも多々あるんじゃないかと思います。 

先ほど教育の世界とありましたが、今 24 万 5 千人の不登校児、中学生は 20 人に１人、小

学生は 77 人に 1 人が不登校で、学校教育の中で生きづらさを感じている。その声を反映

させ、一人ひとりの子ども達が生きやすい、生きていて嬉しいと言うような、感情が持て

るような地域社会を作っていかなければいけないのではないか。システムとして制度が作

られた一方で、子ども達が意見を発せられるような機会を、文化として醸成していかなけ

ればいけない。一昨年、豪田トモさんという映画監督が子ども会議ということで保育所に

入って取組をしたのが、ドキュメンタリー映画になっています。どの年齢であってもしっ

かりと子ども達に機会を与えて時間をかけていけば、子ども達は自分の意見を言うことが

でき、やり取りをする中で、自分だけではない意見を知ることができて、多様性というも

のを、小さい時から学んでいくことができる。こういう機会を、今後、特に渋谷区におい

ても、子ども達の意見をどう反映させていくのかということと合わせて、どういうふうに

作っていくのかを、しっかりと考えていかなければいけないのではないかと思っていま

す。 

 



【会⾧・A 委員（学識経験者）】 

私もいろいろな現場の声であったり、当事者、保護者としての声であったり、色々なご意

見を頂戴したことによって、改善できる点はどうなのだろうか、今後の課題はどんなとこ

ろにあるのだろうか、そんな事を考えさせられた 2 年間でした。これで委員を終わられる

方もいらっしゃるかもしれませんけれども、ぜひまたお気づきの点があれば、保育課にご

意見を承ればと思います。そして、私たちにできることとできないこともあると思いま

す。すべてが 100%できることは難しいかもしれない。だけれども努力はしたいと思うん

です。より良い社会になるように、そして渋谷区、より住みやすい、子育てがしやすい、

あるいは高齢者にとっても住みやすい、誰にとっても住みやすい社会になるといいなと思

ってます。それには皆さんのご意見、ご協力、あるいは連携が必要だと思いますので、こ

れからもどうぞよろしくお願いいたします。 

それではこれをもちまして、令和 5 年度第 1 回子ども子育て会議を閉会させていただきま

す。 

 


